
機
能
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

博
物
館
へ

　
　
　
　
　
　
　

　
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
か
ら
南
西

に
約
15
キ
ロ
。
三
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
そ

び
え
立
つ
ギ
ザ
地
区
で
は
、
今
日
も
大

掛
か
り
な
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
至
宝
を
発
信
す

る
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
2
0
1
8
年

の
完
成
を
目
指
す
「
大
エ
ジ
プ
ト
博
物

館
」
だ
。
現
在
、
２
階
部
分
ま
で
の
骨

組
み
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
３
階
部
分
を
組

み
上
げ
て
い
る
段
階
だ
。
ま
だ
ま
だ
全

貌
は
見
え
て
こ
な
い
が
、
す
で
に
そ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
伺
え
る
。

　
日
本
の
支
援
の
下
、
こ
の
大
規
模
な

建
設
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら

３
年
前
。
現
在
運
営
さ
れ
て
い
る
「
エ

ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
」
は
、
開
館
か

ら
す
で
に
1
0
0
年
以
上
が
経
ち
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
も
足
り
て
い
な
い
。
そ
こ
で
新
し
い

博
物
館
は
、
展
示
面
積
を
広
げ
、
新
し

い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
な
近
代

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
子

ど
も
向
け
の
教
育
施
設
や
、研
究
施
設
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
一
望
で
き
る
屋
上
庭
園

な
ど
も
設
置
さ
れ
る
予

定
だ
。

　
開
館
に
向
け
て
、
い

く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
日
本
と
協
働
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
、
収
蔵
文
化
財

を
適
切
に
管
理
す
る
た

め
、
保
存
修
復
セ
ン
タ

ー
で
の
業
務
に
携
わ
る

人
材
を
育
成
す
る
と
い

う
も
の
。「〝
も
っ
た
い

な
い
〞
と
い
う
言
葉
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
本
に
は
も
の
を
大
事

に
す
る
文
化
が
あ
り
、

保
存
・
修
復
は
ま
さ
に

得
意
分
野
な
の
で
す
」。

こ
う
話
す
の
は
、
2
0

1
1
年
ま
で
の
３
年

間
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た

中
村
三
樹
男
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
だ
。

　
ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
が
、
文
化
財

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
だ
。
最
終
的

に
収
蔵
が
予
定
さ
れ
て
い
る
数
は
な
ん

と
約
10
万
点
。
そ
の
計
画
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
に
も
、
エ
ジ
プ
ト
学
の
知
識

が
あ
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
約
20
人
雇
用

し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
人
物
が
、

学
芸
員
と
し
て
の
調
査
研
究
の
経
験
を

持
っ
て
い
た
モ
ハ
メ
ド
・
ア
ト
ワ
さ
ん

だ
。「
政
権
崩
壊
に
よ
る
デ
モ
が
起
き
て
、

日
本
へ
の
一
時
退
避
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
時
に
も
、
ア
ト
ワ
さ
ん
と
電
話
で
や

り
取
り
を
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
中
村
専
門
家

は
振
り
返
る
。
そ
し
て
最
近
、
こ
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
役
に
立
つ
出
来
事
が
起

き
た
と
い
う
。「
文
化
財
の
テ
ー
ブ
ル

に
損
傷
が
見
つ
か
り
、
セ
ン
タ
ー
に
移

送
す
る
際
に
付
い
た
の
で
は
な
い
か

と
、
文
化
大
臣
ら
が
責
任
を
追
及
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
写
真
か
ら
、
４
年
前
の

時
点
で
す
で
に
傷
が
付
い
て
い
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
の
で
す
」。

　
一
方
、
人
材
育
成
の
面
で
は
、
東
京

文
化
財
研
究
所
と
協
力
し
て
、
遺
物
の

取
り
扱
い
、
微
生
物
の
管
理
、
移
送
や

梱
包
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の

が
、
日
本
が
誇
る
技
術
の
数
々
。
例
え

ば
、古
代
エ
ジ
プ
ト
で
使
わ
れ
た
紙「
パ

ピ
ル
ス
」
の
保
存
・
修
復
に
、
和
紙
作

り
の
伝
統
技
術
を
取
り
入
れ
る
試
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
研
修
員
は
実
際
に

京
都
の
工
房
で
、
の
り
作
り
や
、
和
紙

を
継
ぎ
合
せ
る
手
法
な
ど
を
学
ん
で
い

る
。
ま
た
、
移
送
や
梱
包
に
関
す
る
研

修
で
は
、
物
流
の
プ
ロ
、
日
本
通
運
の

専
門
家
が
直
接
指
導
を
行
う
。
レ
プ
リ

カ
を
使
っ
た
実
践
形
式
で
進
め
ら
れ
、

重
量
品
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
配
慮
し

な
が
ら
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
る
訓
練

も
行
わ
れ
た
。「
中
に
は
、〝
万
が
一
〞

と
い
う
日
本
語
を
覚
え
た
研
修
員
も
い

る
ほ
ど
、
慎
重
に
も
の
を
扱
う
日
本
人

〝
日
本
の
技
術
〞
が
集
結
！

の
技
能
や
精
神
が
浸
透
し
た
よ
う
で

す
」
と
中
村
専
門
家
は
話
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
の
鉄
道
技
術
を
活

用
し
た
「
カ
イ
ロ
地
下
鉄
４
号
線
」
の

整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
カ
イ
ロ
中
心
部

か
ら
博
物
館
が
で
き
る
地
区
ま
で
が
結

ば
れ
る
予
定
だ
。
博
物
館
効
果
に
よ
る

観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
交

通
渋
滞
の
緩
和
や
、
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　「
技
術
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

資
材
の
片
付
け
や
清
掃
、職
場
の
安
全
・

衛
生
に
関
す
る
自
覚
も
高
ま
っ
て
い

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
切
れ
目
な
く
続

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」。

今
年
４
年
ぶ
り
に
現
場
に
復
帰
し
た
中

村
専
門
家
。
国
内
の
政
治
的
な
混
乱
な

ど
に
よ
り
、
工
事
や
研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
当
初
の
予
定
に
比
べ
て
遅
れ
て

い
る
が
、
周
辺
で
は
新
し
い
ホ
テ
ル
が

で
き
る
な
ど
、
徐
々
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。
中
村
専
門
家
は
、「
ま

ず
は
観
光
客
が
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
現
地
政
府
は
治
安

の
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
望
む
一

方
、「
観
光
は
こ
の
国
最
大
の
産
業
。

文
化
財
の
保
護
・
展
示
・
研
究
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
を
強
化
す
る
こ
と
は
、

観
光
産
業
の
ま
す
ま
す
の
発
展
や
、
雇

用
機
会
の
創
出
、
さ
ら
に
は
エ
ジ
プ
ト

経
済
全
体
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
新
た
な
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
「
大
エ
ジ

プ
ト
博
物
館
」
の
完
成
を
、
世
界
中
の

人
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

カイロ地下鉄４号線の
終着駅の完成予想図

古代文明発祥の地、エジプトで、
新たな観光のシンボルとして期待が高まっている「大エジプト博物館」。
その設立に向けた一大プロジェクトに“オールジャパン”で挑んでいる。

大エジプト博
物館の入口

付近の完成
予想図

特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

Egypt
エジプトfrom

今年3月ごろに撮影された大エジプト博物館の
建設現場。遠くにピラミッドが見える

観光大国の歴史に
新たな１ページを

カイロ

物流の専門家から指導を受けながら、重量品をクレーンで吊り上げる訓練を行った

和紙を使った修復技術を学ぶ研修員。約１カ月にわたり京都の工房に通い続けた
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